
 

日本語学習支援ボランティア基礎講座終了 

 

１月１３日（火）から全8回で行われていた日本語

学習支援ボランティア基礎講座が３月3日（火）に

終了しました。今回は20名の募集に対して2９名

の応募がありましたが、全員に講座を受講しても

らうことにしました。各回の講座は専門講師によ

る講義とともに受講者同士が話し合うワークショ

ップも交えて大変活発な意見交換ができました。

そんな中から、各自が様々なことに気付き、他の

方の気づきにも共感し、それを通していろいろな 

 ことを学んでいました。8回を修了した受講者は4月よりそれぞれの活動の場で意欲満々に

活動を開始します。先輩ボランティアの暖かいフォローをお願いするとともに新規ボランティ

アの活躍を期待いたします。 

                            地域日本語コーディネーター  荒明 美奈子 

 

 

 
～編集後記～ 
 五月、春の終わりの季節、子供の日に揚げられた鯉のぼりも青空を背景に元気に泳いでいます。 

街中の緑も一雨ごとに色濃くなり、連休が終わり、新人が多い語学教室をはじめ、MIC の各部会も

新年度の活動が活発化し始めています。そして新しく参加するボランティアの皆さんもその持てるス

キルを最大限、発揮  していただけることを願っています。 

 

小学校入学前説明会 

 

３月７日（土）に、2026年４月に小学校へ新入学する子どもを持つ外国人保護者を対象とした

説明会を開催しました。午前は中国語通訳、午後は英語通訳が対応しました。 

参加した保護者はとても熱心に、学校生活や持ち物、保護者の役割などの説明に耳を傾け、日本

と母国との教育制度や学校生活の違いについて理解を深めていました。また、学校で使用する持

ち物をどこで購入できるのかといった、身近な質問も多く寄せられました。 

今回の説明会を通して、新たに学校生活を始める子どもたちへの不安が少しでも解消されるこ

とを願っています。 

制度や文化が異なる日本での子育てには、多くの不安が伴うものです。今後も、このような支援

を継続していく必要性を改めて感じました。 

地域日本語コーディネーター   荒明 美奈子 
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～町田国際交流センターだより～ 

 

【編集/発行】 
（一財）町田市文化・国際交流財団 
町田国際交流センター 

 

町田国際交流センターの外国人支援に関するさまざまな活動を紹介し、新たなボランティアを募集す

るオリエンテーションが、3月20日（金・祝）に開催されました。当日は朝から雨が降るあいにくの天候に

もかかわらず、35名の参加者が13時30分の開始前から来場。センター長の挨拶とセンターの概要説明

に続き、参加者は７つの部会ごとに設けられたブースを自由に回り、各部会のボランティアから活動内容

について説明を受けました。 

参加者からは、「若いころ海外で現地の人に助けてもらった経験があり、今度は自分が手助けできれば

と思った」や、「外国人の増加に対する不安の声がSNSなどで広がる中、ともに安心して暮らせる社会の

実現のため、何か支援ができることはないかと考えていた」といった声が聞かれました。 

今回のオリエンテーションには多くの参加者が来場し、そのうち19名が各部会のボランティア会員と

して仮登録しました。 

広報部会  小松崎 宇弘 

 

～  ボランティアの活動を紹介する～ 



 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

スペイン語クラスでは言語だけでなく、文化 

や慣習も勉強しています。ある国の言語を学ぶ 

ためにその国の文化や慣習を知ることは大きな 

助けとなります。文化の一つに料理があります。 

スペイン語クラスでは 2 月７日(土)に料理教 

室を開催しました。毎年違った料理を作ってい 

ますが、今年の料理はトルティージャで、アボカド 

とクリームティーズのパテ(パンに塗って食べます)とサラダです。 

今年は男性の参加者が女性より多かったのですが、事前に配布した手順書（スペイン語）に従っておいしく 

できました。 

雪の降る寒い日でしたが調理室は熱気で一杯でした。 

 

外国語部会  伊藤 和成 

 
鈴木 アンナさん 
  

 

Q.お国はどちらですか？ 

Ａ．ポーランドです。ワルシャワからは離れたブロツワフの 

近くです。とても旧い街ですが、静かできれいなところ 

です。 
 

Ｑ．日本に来てどのくらいですか？ 

Ａ．14 年になります。日本に来る前にはスコットランドに 

いました。そこで主人と知り合い、日本に来ました。 

今、小学６年生の息子と３年生の娘と主人と暮らして 

います。 
 

Ｑ．日本に来てびっくりしたことはありますか？ 

Ａ．８月の末に日本に来ました。飛行機から降りたら肌に 

何か触ってくる感じがしました。空気ではなく、何かし 

ていると思いました。でも、違っていました。それは 

日本のじっとりとした空気でした。びっくりしました。 

それから日本人はきちんと並びますね。電車の乗り降りの時、降りる人のために両脇に並びますね。これ

もびっくりでした。今は日本の生活に慣れ、あまりびっくりすることがありません。 

 

Q.好きなことは何ですか？ 

A.本を読むことが好きです。中学校の図書館で日本の本をみつけ、大好きになりました。大学の時に村上

春樹の小説を全部読みました。自分では想像できないようなことが書いてあります。今は月に３０冊 

くらいの本を読みます。はやく日本語で読めるようになりたいです。それから編み物も好きです。 

 

Q.最近楽しかったことはありますか？ 

A.先日、家族で立川にある昭和記念公園に行きました。とても広くて、いろいろな花が咲いていてきれい

でした。楽しかったです。 

 

Q.これからの夢はありますか？ 

A.日本語をもっと勉強して、仕事がしたいです。文化やいろいろな国に関連した仕事がしたいです。以前

に国際幼稚園で働いたことがあります。本当に多くの人と触れ合うことができました。こんな仕事ができ

たらいいなと思います。 

 

ありがとうございました。夢が叶うといいですね。 

 

 

ＫＯＫＵＳＡＩインタビュー 

外 国 の 方 に 聞 き ま し た タイ語入門サークル 

スペイン語サークル 

タイ語入門サークルでは、言語学習以外にタイ文化を 

知り、受講者の親睦を深めるために毎年料理教室を開催 

しています。今年のメニューを簡単に紹介すると、 

▶ソムタム（สม้ต ำ）：青パパイヤのサラダ 

タイを代表する「甘・酸・辛・塩」のバランスが絶妙な辛い 

パパイヤサラダです。タイ全土で親しまれる最もポピュラー 

な種類で、一般的にクロック（臼）で叩いて作られます。 

▶コー ムー ヤーン(คอหมูย่ำง ):豚トロの炙り焼 

タイのイサーン（東北部）地方を代表する料理で、もち米 

(カオニャオ)と非常によく合う定番の食事スタイルです。  

▶ゲーン キアオ ワーン(แกงเขียวหวำน )：グリーンカレー 

  緑色の甘口のタイカレーです、辛いのが苦手の人でも食べやすいです。 

▶グン オップ ウンセン(กุง้อบวุน้เสน้):海老と春雨の蒸し焼き 

 グン（エビ）+オップ（蒸し焼き）+ウンセン（春雨） 

▶飲み物 チャータイ (タイティー) 

タイで日常的に飲まれている、オレンジ色で非常に甘いミルクティーです。 

最後にタピオカとコーンのココナッツミルククリームがデザートにつきます。 

タイ料理を作ることは、タイ語の勉強にかなり相性がいい方法です。単な 

る料理以上に、言語と文化を同時に吸収できるのが大きなメリットです。 

タイでは、食事は生活の中心的な文化です。甘い・辛い・酸っぱい・しょっぱい 

のバランスは、言語表現や価値観ともつながっています。料理を通じて言葉  

の背景にある感覚がつかめます。 

外国語部会  仲村 俊輝                          

外国語サークルで料理教室を開催 
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